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地域の真ん中に 赤 い 羽 根

宮崎県高鍋町社会福祉協議会(以下、町社協という)では、テーマ型募金「認知症架け橋募金」を実施してい
ます。テーマ型募金の取り組み状況について町社協・地域・総務係長 西村 拓さんにお話をうかがいました。

　事業を企画した当初は、年度途中に検討したこともあり事
業実施がためらわれましたが、「資金がないからやならない」
のではなく、認知症という課題を多くの人に理解してもらう
ために赤い羽根のテーマ型募金を活用しながら取り組むこ
とにしました。テーマ型募金「認知症架け橋募金」に取り組ん
だことで、「認知症架け橋川柳」の募集を継続して行うことが
でき、この活動は多くの地域住民の協力を得られたものに
なっています。地元の企業や看護学校から「のぼり旗を設置
したい」との協力の申し出をいただいたり、募金だけではな
いさまざまなつながりが生まれています。募金については横
ばいの状況にあり難しさもありますが、認知症になっても安
心して暮らせる地域になるよう、川柳以外の新たな啓発事業
も検討しながら、これからも認知症への理解を広げていきた
いと考えています。

　町社協では、認知症に関する正しい知識を身につけてもら
うため、小・中学校の生徒向けに認知症サポーター養成講座
を実施していますが、子どもたちも認知症の人やその家族を
地域で支えることの必要性を認識しているのか、毎年多くの
応募をいただいている状況です。
　応募いただいた川柳の中から20作品を受賞作品として選
定し、受賞作品をのぼり旗にし
て町内の小・中学校や役場や公
共施設などの大勢の人が集まる
場所に設置します。「徘徊も　
いっしょに歩けば　散歩道」「忘
れても　あなたの思い出　僕の
中」など、気持ちがほっこりする
ような川柳が多数寄せられてい
て、川柳を通じて認知症のこと
を身近に感じてもらい、自然と
地域で支え合う輪が広がってい
ると感じています。

「認知症架け橋募金」で認知症にやさしいまちづくり
　～宮崎県・高鍋町社会福祉協議会の取り組み～
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■ テーマ型募金を通じての地域の変化

「認知症架け橋川柳」募集ポスター

　町社協では平成27年からテーマ型募金「認知症架け橋募
金」に取り組んでおり今年で8年目になります。開始した当
時は町内で認知症介護者の会・高鍋町認知症介護者のつど
い（以下、「介護者のつどい」という）が組織された時期であ
り、高齢化が進むなかで認知症への関心が高まっていまし
た。介護者のつどいの方々から「認知症の高齢者の実態を
もっと知ってほしい」との声もあり、町社協の事業担当と共
同募金担当で「認知症を啓発する事業に何か取り組めない
か」と相談したことをきっかけに、赤い羽根のテーマ型募金
を活用して認知症を地域住民に広く啓発する事業を企画す
ることになりました。

　「地域住民に認知症を広く周知するにはどうしたらいい
か」という問題意識から、テーマ型募金の取り組みは町社協
だけではなく、地域住民や当事者の方々の意見を反映できる
よう「テーマ型プロジェクト委員会」(以下、プロジェクト委
員会という)を立ち上げることにしました。委員会には、介
護者のつどいの関係者、認知症地域支援推進委員、共同募金
助成審査委員会委員などに協力をいただき、テーマ型募金の
進め方や認知症の啓発事業についても意見を伺いながら
テーマ型募金の実施に至っています。

　テーマ型募金のスローガンを「めざせ！ 認知症に優しい
町・高鍋」として、テーマ型募金への振込用紙を印刷したチ
ラシを地域住民に配布して広く募金への協力を呼びかけて
います。商工会の元会長がプロジェクト委員会委員を務めて
いることもあり、紹介いただいた地元企業に担当者が出向い
て依頼したり、町社協や役場、公民館の窓口などに募金箱を
設置して寄付を受け付けています。

　認知症の理解、啓発を図るために認知症にまつわる「認知
症架け橋川柳」を募集しています。小学校の5、6年生や中学
校の全校生徒、高齢者施設にも協力を呼びかけ、子どもから
高齢者まで幅広い世代の方々に川柳に応募いただいていま
す。1年目の応募数は100件程度でしたが、現在は700件程
度の応募があります。「今年の川柳の募集はいつから始まる
のか」と問い合わせもあり「認知症架け橋川柳」は地域に根付
いた事業になりつつあります。

■ テーマ型募金「認知症架け橋募金」を始めたきっかけ

■ スローガンを掲げて募金の協力を呼びかけ

■ 「認知症架け橋川柳」を募集して受賞作品をのぼり旗に

■ テーマ型プロジェクト委員会を立ち上げ

封書の場合
〒884-0002 宮崎県児湯郡高鍋町大字北高鍋 300
高鍋町社会福祉協議会「認知症架け橋川柳事務局」宛

回収場
高鍋町社会福祉協議会 ⁄ 児湯郡の社会福祉協議
会 ⁄ 高鍋町地域包括支援センター ⁄ 高鍋町役場健
康保険課・福祉課 ⁄ 高鍋商工会議所 ⁄ 高鍋町健
康づくりセンター ⁄ 高鍋信用金庫本店

FAX：0983-23-5365

この用紙に作品記入後、最寄りの回収場に
お持ちいただくか、FAXまたは封書にてご応募ください。

主催・お問合せ：高鍋町社会福祉協議会　電話：0983-22-4076

募集期間

児湯郡にお住みの方、又は児湯
郡にお勤めの方。年齢職業制限
なくどなたでもご応募できます。
※お一人様 3作品まで
※自作で未発表の作品に限ります

応募資格

季語などの制約にこだわることなく
「認知症」に関連する日常の風景
や微笑ましいエピソードを五・七・
五の形で自由に表現してください。

募集内容

入賞作品は本年度の高鍋社協広報活動として使用されます（副賞あり）
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